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論文審査の要旨

世界における薬剤耐性菌による死亡は、 2050 年には年間 1,000 万人に昇ると推測され

ている。この耐性菌対策を行っていく にあたり、ヒトのみならず、 動物や環境をも包括

的に捉えて講じることが必要である。本研究では、 フィリピンの環境水から分離された

カルパペネマーゼ産生腸内細菌科について、ヒト由来耐性菌との関連性を検討した。フ

ィリピンの病院排水と河川水から採取した83 検体よ り、51 株のカルパベネマーゼ産生

腸内細菌科が分離され、菌種は大腸菌や肺炎梓菌、エンテロパクター属等様々 で、あった。

そのうち 39株（76.4% ）はNDM 型（NDM-1 、NDM-7 など）カルバベネマーゼを保有し

ていた。環境中にはヒト由来耐性菌と同様の特徴を持つカルパペネマーゼ産生腸内細菌

科が多く存在し、それらはフィリピンのヒト臨床で流行しているカルパペネマーゼ、と同

様であり、ヒ トと環境の耐性菌の関連性は高いことを見出した。一方で、 GES 型やO:XA-

48型といった未だフィリ ピンのヒト臨床では検出されていない遺伝子型も見られ、今後

ヒト臨床において問題となる可能性が考えられた。さらに、幅広い宿主に定着する可能

性のある CClO に属する大腸菌が多いことを明らかにし、 環境中の耐性菌がヒトに伝播

してくる危険性について言及した。また、排水処理を適切に行えば環境中の耐性菌の減

少が可能なことも明らかにし、適切な排水処理の必要性等、具体的な対策も示した。

公聴会においては、 フィ リピンにおける耐性菌の特徴や細菌間の伝播メカニズム、 な

らびに今後の対策や展望について等の質問があり、適切かっ明快な質疑応答で、あった。

特に自身の研究の展望について、今後の耐性菌対策の一環として「排水中の耐性菌モニ

タリングシステム」構築の可能性についても述べ、自身の研究を発展させる具体的なビ

ジョンを示すなど、将来性も大いに期待された。 以上より、本研究は今後の耐性菌研究

に対し十分な知見を与えられると思われ、学位に値すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに微生物学の進歩に寄与すると

ころが大きいと認める。
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